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一部又は全部委託

実施・運営
方法

　大規模調整池及び地下式貯留施設は、出水期間中に４回程度計装、ポンプ点検を行
い不具合があれば直ちに修繕等を行う。また、降雨時の翌日には貯留槽の水抜きを実
施している。
　さらに各貯留施設について、小牧市流域貯留浸透施設点検要領に基づく点検を年１回
実施している。
【委託業務内容】
　施設点検業務の委託（委託料　2,519千円）
　　雨水貯留施設点検業務委託（久保公園雨水貯留施設外）
　　調整池点検業務委託（応時三丁目調整池外）
　　雨水貯留施設水抜点検
【修繕内容】
　　・H21修繕実績　若宮公園逆止弁修繕、応時三丁目調整池ポンプ操作盤修繕
　　・H22修繕実績　味岡小学校水位検知器修繕、応時三丁目調整池ﾌﾛｰﾄﾚｽｽｲｯﾁ修繕
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指定管理・外郭団体

　降雨時に適切な貯水量を確保するために、貯留施設を常に良好な状態に保つ。
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　降雨時に雨水を調整することで地域の浸水被害を防除、軽減している。事業を廃止・
休止することは、貯留施設の機能を維持することができなくなり、不測の事態の際に甚
大な被害が生じることとなる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
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)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　現在は施設の機能状態は良好であるが、いずれは劣化の進行具合で修繕等では対
応できない時期が来ると予測されることから、施設の長寿命化を考慮した対策を検討し
ていく必要がある。

　点検回数について、コスト縮減を念頭に施設規模及び重要性を考慮し効率的に実施さ
れており、また点検結果に基づいた早期の修繕工事を行うことにより、施設を良好な状
態に保つことができていることから現状維持と判断した。

施設点検回数

水抜き点検回数

事業目的の
達成状況

　活動指標に基づく、定期的な点検を実施し、また必要に応じた水抜き点検を実施。さら
に点検により確認された不具合については早期に修繕対応したことにより、貯留施設を
常に良好な状態に保てており、降雨時に適切な貯水量を確保することができた。
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